[image: image1.jpg]WHERE THERE’S A NEED
THERE’S A LION






試金石ストーリー 21

一つのビジョン
Photo Caption: エチオピアのライオン、テベベ・イエマネ・ベルハン医師（右）は、ジミー・カーター元アメリカ大統領とカーター・センターのジョン・ムアーズ理事が2007年にエチオピアを訪れた時に行動をともにしました。写真提供：カーター・センター /L. Gubb
視力を奪うトラコーマは人類の最も古く、最も治りにくい病気の一つで、世界的に予防可能な失明の主原因となっています。この病気は感染しやすく、洗っていない手や顔、母子の密接な接触、感染者の分泌物を食べた蝿など、いくつかの一般的な経路を介して目に入ります。治療しないと長くて辛い経過をたどり、炎症やまぶたの腫れを経て視力が次第に低下し、ついには失明に至ります。

先進世界では姿を消して久しいトラコーマは、アフリカ、アジア、中南米の広い地域では依然として流行しています。この病気の感染者は4,100万人と推定され、うち800万人近くが後期の症状に苦しみ、または結果的に視力を失っているのです。

エチオピアでは人口の75%が感染リスクにさらされており、僻地の村の多くではトラコーマが何世代にもわたって家族全員に感染し、彼らを貧困に陥らせています。エチオピアのライオンズが1998年に設けた実情調査団に国際第一副会長として加わったジム・アービンは、次のように述べています。「帰国した私は思いました。『神様、私たちに何ができるだろう？何かしなくては』と。」

アルバニー・ライオンズクラブの古くからの会員だったアービンは、ジョージア州のもう一人のライオン、ジミー・カーター元アメリカ大統領に助けを求めます。当時、アトランタのカーター・センターはすでに数年にわたり、トラコーマとの闘いに積極的に取り組んでいました。アービンはカーターに、強力で投与しやすい抗生剤、ジスロマックスの供給確保を支援してもらえないか、と持ちかけました。エチオピアでライオンズが草の根的な根絶活動を行えるようにするためです。
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カーターとアービンはまもなくライオンズのピンを誇らしげに身に着けて、ニューヨークに本社を持つこの薬剤のメーカー、ファイザー社の最高国際幹部と会っていました。彼らは視力関連の使命に長く取り組んできたライオンズの歴史を語り、エチオピアその他のアフリカ諸国でのトラコーマ対策について説明しました。「私たちがやろうとしていることに、ジスロマックスが必要なのです」とカーターが言うと、幹部たちはうなずき、「ファイザーが視力を救う薬剤を寄付しましょう」と二つ返事で答えてくれました。

10年後の2008年1月23日、1999～2000年度に国際会長を務めたアービンの姿が再びエチオピアにありました。トラコーマとの闘いにおける節目、この国で1,000万回目のジスロマックスの投与を祝うためです。この式典には、ライオンズクラブ国際財団のジミー・ロス理事長、ファイザーとカーター・センターの代表者、政府関係者、医療従事者、そしてエチオピアのライオンズが参加しました。しかし最も重要な人物は、記念すべき投与を受けた16歳のメセレチェ・ティラフンさんでした。数百万人のエチオピア人と同じように、彼女の未来は突然明るくなり、そのあらゆる瞬間を目にすることができるようになったのです。
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